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第
百
九
十
六 

  
 

撤 

退 
   
 
 
 
 

一 
  

Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
が
投
入
し
た
「
シ
ス
テ
ム
／
３
６
０
」
と
「
シ
ス
テ
ム

／
３
７
０
」
の
二
シ
リ
ー
ズ
は
、
世
界
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
市
場
に
大

き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
一
九
六
〇
年
代
の
中
ご
ろ
ま
で
、
技
術

的
に
先
行
し
て
い
た
の
は
ス
ペ
リ
ー
ラ
ン
ド
社
の
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
機

だ
っ
た
が
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
は
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
１
４
０
１
」「
同
７
０
９
０
」

に
続
く
「
シ
ス
テ
ム
／
３
６
０
」
で
ス
ペ
リ
ー
ラ
ン
ド
社
を
キ
ャ
ッ

チ
ア
ッ
プ
し
た
。 

 

さ
ら
に
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
は
潤
沢
な
資
金
力
を
確
保
し
、
そ
れ
背
景
に
し

た
レ
ン
タ
ル
制
度
と
矢
継
ぎ
早
の
新
機
種
投
入
で
成
功
を
収
め
て
い

た
。
六
〇
年
代
末
、
同
社
は
ア
メ
リ
カ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
市
場
で
七

割
の
シ
ェ
ア
を
獲
得
し
て
い
た
。 

 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
非
互
換
メ
ー
カ
ー
が
「
Ｂ
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｈ
」
と
総
称
さ
れ
た
こ

と
は
何
度
か
書
い
た
。
バ
ロ
ー
ス
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
、
Ｎ
Ｃ
Ｒ
、
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
・
デ
ー
タ
（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）、
ハ
ネ
ウ
ェ
ル
の
五
社
だ
が
、

そ
う
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
七
〇
年
代
後
半
に
至
っ
て
で
あ

っ
て
、
こ
の
当
時
は
五
社
の
ほ
か
に
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク

（
Ｇ
Ｅ
）
と
Ｒ
Ｃ
Ａ
の
総
合
電
機
メ
ー
カ
ー
二
社
が
頑
張
っ
て
い
た
。

さ
ら
に
制
御
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
新
興
の
デ
ジ
タ
ル
・
イ
ク
イ
ッ
プ

メ
ン
ト
（
Ｄ
Ｅ
Ｃ
）
社
が
台
頭
し
つ
つ
あ
っ
た
。 

 

た
だ
し
軍
事
、
金
融
、
製
造
、
流
通
と
い
っ
た
主
要
産
業
に
お
け

る
事
務
用
大
型
計
算
機
の
市
場
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
機
と
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
機
の

闘
い
だ
っ
た
。
バ
ロ
ー
ス
と
Ｎ
Ｃ
Ｒ
は
会
計
機
、
Ｃ
Ｄ
Ｃ
は
技
術
計

算
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
ハ
ネ
ウ
ェ
ル
は
産
業
制
御
と
い
っ
た
よ
う
に
、

そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
分
野
を
持
ち
、
お
の
お
の
の
分
野
で
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
と

向
か
い
合
っ
て
い
た
。 

 

Ｇ
Ｅ
社
と
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
は
、
電
子
計
算
機
を
取
扱
い
品
種
の
一
部
と

し
て
位
置
づ
け
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
全
分
野
で
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
と
ぶ
つ

か
ろ
う
と
し
た
。
総
合
電
機
メ
ー
カ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
が
マ
イ
ナ
ス

要
因
と
し
て
作
用
し
た
。
日
本
で
い
え
ば
、
松
下
電
器
産
業
の
電
子

計
算
機
事
業
と
類
似
し
て
い
る
。 

 

中
で
も
意
気
軒
昂
だ
っ
た
の
は
Ｇ
Ｅ
社
だ
っ
た
。
Ｇ
Ｅ
社
は
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
（
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）
や
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
社
と
連
携
し
て

計
算
機
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
を
設
計
し
、
電
子
回
路
を
開
発
し
た
。

た
だ
し
ア
メ
リ
カ
市
場
だ
け
で
は
採
算
が
取
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
た

め
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
に
参
入
し
た
。 

 

と
こ
ろ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
域
内
経
済
を
保
護
す
る
た
め
に
連

合
を
形
勢
し
、
ア
メ
リ
カ
の
メ
ー
カ
ー
の
単
独
参
入
を
許
さ
な
か
っ
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た
。
そ
こ
で
Ｇ
Ｅ
社
は
フ
ラ
ン
ス
の
マ
シ
ン
ブ
ル
を
買
収
し
、
次
い

で
イ
タ
リ
ア
の
オ
リ
ベ
ッ
テ
ィ
社
に
資
本
参
加
し
て
、
足
が
か
り
を

作
っ
た
。 

 

余
談
だ
が
、
第
二
次
大
戦
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
計
算
機
の
分

野
で
ア
メ
リ
カ
に
大
き
く
立
ち
遅
れ
た
の
は
電
子
部
品
、
特
に
半
導

体
回
路
の
開
発
が
後
手
に
回
っ
た
た
め
だ
っ
た
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
、

シ
ー
メ
ン
ス
と
い
っ
た
世
界
的
な
電
機
メ
ー
カ
ー
が
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
電
子
計
算
機
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。 

 

Ｇ
Ｅ
社
の
資
本
を
受
容
し
た
の
は
、 

 

―
―
Ｉ
Ｂ
Ｍ
に
牛
耳
ら
れ
る
よ
り
ま
し
。 

と
い
う
考
え
に
立
っ
て
い
た
。 

 

た
だ
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
マ
シ
ン
ブ
ル
社
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
処
理
や

タ
イ
ム
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
で
一
歩
先
の
技
術
を
持
っ
て
い
た
。「
Ｇ
Ａ

Ｍ
Ｍ
Ａ
」
シ
リ
ー
ズ
が
そ
れ
で
、
Ｐ
Ｃ
Ｓ
（
パ
ン
チ
カ
ー
ド
・
シ
ス

テ
ム
）
で
あ
り
な
が
ら
複
数
台
を
接
続
し
て
高
速
処
理
を
実
現
し
た

り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
処
理
が
可
能
な
Ｏ
Ｓ
が
あ
っ
た
。 

 

Ｇ
Ｅ
社
は
こ
の
技
術
を
ア
メ
リ
カ
に
持
ち
込
ん
で
、
大
型
機
「
Ｇ

Ｅ
６
０
０
」「
Ｇ
Ｅ
１
０
５
」
な
ど
に
搭
載
し
て
販
売
し
た
。
そ
の

Ｏ
Ｓ
は
「
Ｇ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
並
行
し
て
Ｇ
Ｅ
Ｃ
Ｏ

Ｓ
を
も
と
に
Ｍ
Ｉ
Ｔ
と
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
社
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
・
オ
ン
ラ
イ

ン
処
理
技
術
の
研
究
開
発
を
行
い
、
こ
れ
が
の
ち
に
「
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｘ
」

に
な
っ
た
。 

 

一
九
六
九
年
に
お
い
て
す
ら
、
Ｇ
Ｅ
社
は
「
Ｇ
Ｅ
５
３
」（
一
月
）、

「
Ｇ
Ｅ
１
０
２
」「
Ｇ
Ｅ
１
０
５
Ｒ
Ｔ
Ｓ
」（
六
月
）、「
Ｇ
Ｅ
５
８
」

（
十
一
月
）、「
Ｇ
Ｅ
６
５
５
」（
十
二
月
）
な
ど
相
次
い
で
新
機
種

を
発
表
し
て
い
た
し
、「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
６
０
シ
リ
ー
ズ
」

の
弱
点
だ
っ
た
タ
イ
ム
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
機
能
を
備
え
た
「
Ｇ
Ｅ
６
０

０
」
な
ど
は
好
調
に
実
績
を
伸
ば
し
て
い
た
。 

 

翌
七
〇
年
五
月
、
晴
天
の
霹
靂
が
起
こ
っ
た
。 

 

Ｇ
Ｅ
社
が
突
如
、 

 

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
事
業
か
ら
撤
退
す
る
」 

 

と
発
表
し
た
の
だ
。 

 

「
そ
の
事
業
は
ハ
ネ
ウ
ェ
ル
社
に
継
承
さ
れ
、
当
社
は
タ
イ
ム
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
に
転
換
す
る
」 

 

と
い
う
内
容
だ
っ
た
。 

 

日
本
で
Ｇ
Ｅ
社
と
提
携
し
て
い
た
東
京
芝
浦
電
気
は
慌
て
ふ
た
め

い
た
。
い
っ
た
い
何
が
起
こ
っ
た
の
か
。 

 

調
べ
る
と
次
の
よ
う
な
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

 
Ｇ
Ｅ
社
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
事
業
は
、
六
九
年
の
一
年
間
に
一
億
五

千
八
百
万
ド
ル
の
赤
字
を
計
上
し
て
い
た
。
一
ド
ル
＝
三
百
六
十
円

換
算
で
約
五
百
七
十
億
円
で
あ
る
。
し
か
も
同
社
の
試
算
に
よ
る
と
、

こ
れ
ま
で
通
り
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
に
対
抗
し
て
い
く
に
は
、
五
億
ド
ル
（
一

千
八
百
億
円
）
以
上
の
投
資
が
必
要
と
見
込
ま
れ
た
。
電
子
計
算
機
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事
業
に
参
入
し
た
の
は
一
九
五
五
年
だ
っ
た
か
ら
、
十
五
年
を
経
て

も
な
お
採
算
に
乗
ら
ず
、
そ
の
見
込
み
も
な
い
。 

 
―
―
た
だ
ち
に
撤
退
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

と
い
う
こ
と
が
議
論
さ
れ
た
。 

 

事
業
の
売
却
先
を
探
す
作
業
が
始
ま
り
、
ハ
ネ
ウ
ェ
ル
社
と
の
間

で
合
意
が
成
立
し
た
。
八
月
に
フ
ラ
ン
ス
政
府
が
ハ
ネ
ウ
ェ
ル
社
に

よ
る
Ｇ
Ｅ
ブ
ル
社
の
買
収
を
認
可
し
、
同
年
九
月
十
八
日
、
こ
こ
に

「
ハ
ネ
ウ
ェ
ル
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
ズ
」（
Ｈ
Ｉ

Ｓ
）
社
が
誕
生
し
た
。
Ｇ
Ｅ
ブ
ル
社
は
社
名
を
「
ハ
ネ
ウ
ェ
ル
・
ブ

ル
」
と
変
え
た
。 

 

ま
た
オ
リ
ベ
ッ
テ
ィ
社
は
Ｇ
Ｅ
社
保
有
の
株
式
を
買
い
戻
し
、
再

び
イ
タ
リ
ア
の
純
国
産
メ
ー
カ
ー
と
し
て
活
動
を
開
始
し
た
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
事
業
か
ら
事
実
上
撤
退
し
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
な
ど
事
務
機

器
を
中
心
と
す
る
本
来
の
姿
に
戻
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
イ
タ
リ
ア

か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
メ
ー
カ
ー
が
消
滅
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い

た
。 

 

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
産

業
は
、
再
編
が
進
ん
で
い
っ
た
。 

 

ま
ず
六
九
年
九
月
に
イ
ギ
リ
ス
の
Ｉ
Ｃ
Ｌ
社
が
超
大
型
機
「
１
９

０
８
Ａ
」
の
開
発
を
断
念
し
た
。
一
方
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
国
策
会
社

の
Ｃ
Ｉ
Ｉ
社
が
大
型
機
「
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
８
０
」
開
発
計
画
を
打
上
げ
て

気
勢
を
上
げ
、
翌
七
〇
年
四
月
に
は
西
ド
イ
ツ
の
シ
ー
メ
ン
ス
社
が

「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
７
０
シ
リ
ー
ズ
」
対
抗
機
の
開
発
を
発
表

し
た
。 

 

Ｇ
Ｅ
社
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
事
業
か
ら
撤
退
し
、「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ

ム
／
３
７
０
シ
リ
ー
ズ
」
が
発
表
さ
れ
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
・
メ
ー
カ
ー
は
危
機
感
を
募
ら
せ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済

共
同
体
（
Ｅ
Ｅ
Ｃ
）
が
支
援
す
る
か
た
ち
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｌ
、
Ｃ
Ｉ
Ｉ
の

二
社
が
ア
メ
リ
カ
の
Ｃ
Ｄ
Ｃ
社
と
提
携
し
て
、
ベ
ル
ギ
ー
に
「
マ
ル

チ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
ー
タ
」
社
を
設
立
し
た
の
は
七
〇
年
十
一
月
で
あ

る
。 

 

本
来
、
こ
の
構
想
に
は
西
ド
イ
ツ
の
シ
ー
メ
ン
ス
社
や
オ
ラ
ン
ダ

の
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
社
も
参
加
す
る
予
定
だ
っ
た
。
す
で
に
触
れ
た

「
ユ
ニ
デ
ー
タ
」
構
想
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
構
想
は
、
各
社
の
思
惑

が
衝
突
し
て
実
現
し
な
か
っ
た
。
同
じ
よ
う
に
マ
ル
チ
ナ
シ
ョ
ナ
ル

デ
ー
タ
社
も
う
ま
く
行
か
な
か
っ
た
。 

 

―
―
イ
ギ
リ
ス
は
左
側
通
行
、
フ
ラ
ン
ス
は
右
側
通
行
。 

 

と
い
う
言
わ
れ
方
を
し
た
。 

 

Ｉ
Ｃ
Ｌ
社
は
フ
ラ
ン
ス
勢
を
排
除
し
て
シ
ー
メ
ン
ス
社
と
手
を
結

び
た
か
っ
た
し
、
Ｃ
Ｉ
Ｉ
社
は
フ
ラ
ン
ス
の
国
内
事
情
か
ら
結
局
は

ハ
ネ
ウ
ェ
ル
・
ブ
ル
社
と
提
携
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
メ
ー
カ
ー
を
統
合
し
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ

対
抗
機
を
開
発
し
よ
う
と
い
う
構
想
は
、
七
三
年
に
も
ろ
く
も
崩
れ

る
こ
と
に
な
る
。 
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二 
  

東
京
芝
浦
電
気
で
Ｇ
Ｅ
社
と
の
包
括
的
技
術
提
携
を
推
し
進
め
た

の
は
、
第
五
代
社
長
の
岩
下
文
雄
で
あ
る
。
彼
は
日
本
電
子
工
業
振

興
協
会
（
日
本
電
子
情
報
技
術
協
会
の
前
身
）
第
二
代
会
長
で
も
あ

っ
た
。 

 

電
気
釜
、
洗
濯
機
な
ど
、
戦
後
の
東
芝
を
代
表
す
る
家
電
製
品
に

は
、
す
べ
て
こ
の
人
物
が
か
か
わ
っ
た
。 

 

―
―
西
の
松
下
、
東
の
東
芝
。 

 

と
、
家
電
業
界
を
二
分
す
る
総
合
メ
ー
カ
ー
に
育
て
た
自
信
が
あ

っ
た
。
さ
ら
に
戦
後
の
電
源
開
発
事
業
に
関
連
し
て
、
水
力
発
電
設

備
の
受
注
が
に
わ
か
に
伸
び
、
重
電
部
門
で
は
日
立
製
作
所
と
肩
を

並
べ
る
ま
で
に
な
っ
た
。 

 

岩
下
は
向
う
と
こ
ろ
敵
な
し
の
勢
い
で
、
電
子
計
算
機
、
半
導
体

と
い
う
全
く
未
知
の
分
野
に
、
猛
然
と
ア
タ
ッ
ク
し
た
。 

 

岩
下
は
一
九
五
七
年
四
月
、
石
坂
泰
三
か
ら
社
長
の
座
を
譲
り
受

け
る
と
、
拡
大
主
義
を
唱
え
て
大
型
投
資
を
行
っ
た
。
最
初
の
う
ち

は
様
子
を
見
な
が
ら
の
投
資
だ
っ
た
が
、
石
坂
の
影
響
力
が
薄
ま
る

の
に
つ
れ
て
投
資
額
が
大
き
く
な
っ
た
。
社
長
在
任
中
の
八
年
間
に

行
っ
た
投
資
の
総
額
は
一
千
三
百
三
十
九
億
円
、
う
ち
一
千
五
十
億

円
が
六
〇
年
度
か
ら
の
五
年
間
に
集
中
し
て
い
る
。 

 

こ
の
た
め
に
岩
下
は
資
金
を
借
り
ま
く
っ
た
。
関
連
の
三
井
銀
行

を
は
じ
め
、
国
内
の
主
要
な
金
融
機
関
か
ら
借
り
た
。
資
金
を
調
達

す
る
た
め
に
三
回
も
増
資
し
、
社
債
を
発
行
し
、
あ
ま
つ
さ
え
ア
メ

リ
カ
預
託
証
券
か
ら
も
資
金
を
得
た
。
家
電
と
重
電
で
松
下
、
日
立

を
凌
駕
し
、 
 

―
―
日
本
の
Ｇ
Ｅ
に
な
る
。 

 

が
夢
だ
っ
た
。 

 

と
こ
ろ
が
五
八
年
に
始
ま
っ
た
岩
戸
景
気
に
六
一
年
秋
口
か
ら
翳

り
が
見
え
始
め
、
六
二
年
に
入
っ
て
不
況
が
や
っ
て
き
た
。
た
だ
し
、

国
内
総
生
産
額
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
や
経
済
成
長
率
が
マ
イ
ナ
ス
に
落
ち
込

ん
だ
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
岩
戸
景
気
の
三
年
間
、
一
〇
―
一
三
％

で
推
移
し
た
実
質
成
長
率
が
八
・
七
％
に
鈍
化
し
た
。 

 

今
日
的
な
解
釈
で
は
、 

 

―
―
年
八
・
七
％
の
成
長
な
ら
、
何
が
不
況
か
。 

 

と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
時
速
百
キ
ロ
で
飛
ば
し
て
い
た
バ
ス
が

急
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
だ
の
に
等
し
い
。
多
く
の
企
業
が
つ
ん
の
め
り
、

中
に
は
倒
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。 

 
東
芝
は
さ
す
が
に
倒
れ
は
し
な
か
っ
た
が
、
利
益
が
激
減
し
た
。

六
二
年
度
は
百
九
十
四
億
円
あ
っ
た
税
引
き
前
利
益
が
、
六
五
年
度

に
は
十
五
億
円
ま
で
低
下
し
た
。
過
剰
投
資
で
収
益
体
質
が
悪
化
し

て
い
た
こ
と
と
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
景
気
に
乗
り
遅
れ
た
の
が
響
い
た
。

危
機
感
を
抱
い
た
石
坂
は
三
井
グ
ル
ー
プ
の
伝
手
を
た
ど
っ
て
石
川
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島
播
磨
重
工
業
の
会
長
だ
っ
た
土
光
敏
雄
を
口
説
い
た
。 

 
土
光
は
一
八
九
六
年
（
明
治
二
十
九
）
岡
山
県
生
ま
れ
と
い
う
か

ら
、
石
坂
の
十
歳
下
で
あ
る
。
一
九
二
〇
年
（
大
正
九
）
東
京
高
等

工
業
を
出
て
石
川
島
造
船
所
に
入
り
、
船
舶
用
タ
ー
ビ
ン
の
設
計
で

第
一
人
者
と
な
っ
た
。
四
六
年
石
川
島
芝
浦
タ
ー
ビ
ン
社
長
を
経
て
、

五
〇
年
石
川
島
重
工
業
社
長
に
就
い
た
。 

 

石
川
島
重
工
業
は
業
績
が
振
る
わ
ず
、
従
業
員
に
給
料
を
満
足
に

支
払
え
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
土
光
は
社
長
以
外
の
役
員
全

員
を
平
取
に
降
格
し
て
合
理
化
を
進
め
、
折
か
ら
の
朝
鮮
戦
争
特
需

で
一
気
に
再
建
を
果
た
し
た
。 

 

六
〇
年
に
播
磨
造
船
と
合
併
し
、
六
六
年
、
世
界
最
大
級
の
タ
ン

カ
ー
「
出
光
丸
」
二
十
万
九
千
三
百
二
ト
ン
を
建
造
し
て
世
界
に
名

を
と
ど
ろ
か
せ
た
。〝
ミ
ス
タ
ー
合
理
化
〞
ま
た
は
〝
荒
法
師
〞
の

異
名
が
あ
る
。
石
坂
は
土
光
の
剛
腕
に
期
待
し
た
。 

 

東
京
芝
浦
電
気
の
社
長
に
就
任
し
た
土
光
は
大
胆
な
改
革
に
着
手

し
た
。
ま
ず
社
長
室
を
四
つ
に
仕
切
っ
て
、
役
員
室
に
造
り
替
え
た
。

社
長
室
は
そ
れ
ま
で
の
四
分
の
一
に
な
っ
た
。
自
ら
毎
日
、
朝
七
時

十
五
分
に
出
勤
し
、
社
長
室
の
ド
ア
を
閉
め
る
こ
と
を
決
し
て
し
な

か
っ
た
。 

 

「
問
題
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
い
っ
て
来
い
」 

 

「
社
員
は
三
倍
頭
を
使
え
。
重
役
は
十
倍
働
け
。
オ
レ
は
そ
れ
以

上
に
働
く
」 

 

労
働
組
合
の
本
部
事
務
所
に
も
出
か
け
て
い
っ
て 

 

「
ご
苦
労
さ
ん
」 

 

と
声
を
か
け
る
よ
う
な
こ
と
も
し
た
。 

 

驚
い
た
の
は
組
合
の
幹
部
た
ち
だ
っ
た
。 

 

大
阪
万
博
（
一
九
六
八
年
）
の
あ
と
、
よ
う
や
く
景
気
が
好
転
し

た
。 

 

そ
こ
で
土
光
は
再
び
拡
大
戦
略
を
取
っ
た
。
岩
下
時
代
の
悪
習
を

排
除
し
、
部
門
に
権
限
を
委
譲
す
る
な
ど
経
営
体
質
を
改
善
し
た
上

で
の
「
そ
れ
い
け
ド
ン
ド
ン
」
だ
っ
た
の
で
、
業
績
は
た
ち
ま
ち
回

復
し
た
。 

 

そ
の
中
で
、 

 

―
―
電
子
計
算
機
事
業
を
ど
う
す
る
か
。 

 

が
問
題
に
な
っ
た
。
研
究
開
発
に
多
額
の
資
金
を
投
入
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
採
算
は
取
れ
て
い
な
か
っ
た
。 

 

一
九
六
九
年
、
国
産
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
メ
ー
カ
ー
の
う
ち
、
四
月

に
三
菱
電
機
が
大
型
計
算
機
の
開
発
・
製
造
を
停
止
す
る
と
発
表
し
、

十
月
に
は
松
下
電
器
産
業
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
事
業
そ
の
も
の
か
ら
撤

退
す
る
こ
と
を
決
め
た
。 

 
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
も
大
事
だ
が
、
国
内
に
七
社
も
メ
ー
カ
ー
が
あ

っ
て
、
一
社
も
利
益
を
出
し
て
い
な
い
。
松
下
は
ほ
か
に
す
る
こ
と

が
あ
る
」 

 

と
松
下
幸
之
助
は
言
っ
た
。 



＝巻之二十六 草昧＝ 

 57 

 
―
―
当
社
も
事
情
は
同
じ
で
は
な
い
か
。 

 
と
い
う
意
見
が
取
締
役
会
で
出
た
。 

 
土
光
は
言
っ
た
。 

 

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
国
家
百
年
の
計
で
あ
る
」 

 

大
型
タ
ン
カ
ー
や
原
子
力
の
平
和
利
用
と
同
じ
よ
う
に
、
国
産
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
開
発
は
国
家
事
業
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
だ
っ
た
。

利
益
優
先
で
考
え
て
は
い
け
な
い
、
と
土
光
は
言
っ
た
。 

 

七
〇
年
五
月
に
Ｇ
Ｅ
社
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
事
業
か
ら
撤
退
す
る
と

い
う
報
せ
が
届
い
た
と
き
、
電
算
機
事
業
部
は
大
騒
ぎ
と
な
っ
た
。

寝
耳
に
水
だ
っ
た
。 

 

―
―
社
内
で
ま
た
ぞ
ろ
撤
退
論
が
浮
上
す
る
に
違
い
な
い
。 

 

Ｇ
Ｅ
社
と
結
ん
で
い
た
契
約
の
更
改
を
ハ
ネ
ウ
ェ
ル
社
が
求
め
て

き
た
。
ハ
ネ
ウ
ェ
ル
社
は
す
で
に
日
本
電
気
と
技
術
供
与
契
約
を
結

ん
で
い
た
か
ら
、
東
芝
と
の
関
係
を
打
ち
切
り
た
い
の
が
本
音
だ
っ

た
。 

 

し
か
し
東
芝
と
Ｇ
Ｅ
社
の
契
約
は
包
括
的
な
も
の
で
、
電
子
計
算

機
の
技
術
だ
け
を
抽
出
し
て
契
約
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
か
つ
、
六
八
年
に
新
た
に
建
設
し
た
東
京
・
青
梅
工
場
で
、
Ｏ

Ｓ
「
Ｇ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
」
を
搭
載
し
た
超
大
型
機
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｂ
Ａ
Ｃ
５
６
０

０
」
の
生
産
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
っ
た
。 

 

社
長
の
判
断
に
一
任
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

す
る
と
土
光
は
驚
く
べ
き
こ
と
を
言
っ
た
。 

 

「
Ｇ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
の
権
利
を
買
い
取
る
」 

 

交
渉
が
ま
と
ま
り
、「
Ｇ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
」
は
東
芝
が
所
有
す
る
大
型

計
算
機
用
の
Ｏ
Ｓ
に
な
っ
た
。 

 

の
ち
に
東
芝
は
日
本
電
気
と
大
型
計
算
機
の
開
発
で
提
携
し
、
そ

の
と
き
「
Ｇ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
」
が
両
社
共
通
の
Ｏ
Ｓ
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
の

ち
に
「
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
」
と
名
前
を
変
え
て
い
る
。 

  
 
 
 
 

三 
  

Ｇ
Ｅ
社
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
事
業
か
ら
撤
退
し
た
翌
年
の
九
月
、
今

度
は
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
が
同
じ
よ
う
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
事
業
か
ら
撤
退
し
た
。 

驚
い
た
の
は
日
立
製
作
所
だ
っ
た
。 

 

日
立
は
五
三
年
に
テ
レ
ビ
受
像
機
の
製
造
技
術
で
提
携
し
て
以
来
、

Ｒ
Ｃ
Ａ
社
と
の
関
係
を
深
め
、
六
一
年
五
月
に
大
型
電
子
計
算
機
に

関
す
る
技
術
供
与
契
約
を
結
ん
で
い
た
。「
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
・

デ
ー
タ
プ
ロ
セ
シ
ン
グ
・
エ
ク
イ
プ
メ
ン
ト
契
約
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
契
約
に
基
づ
い
て
日
立
は
六
二
年
六
月
に
「
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ
３
０

１
０
」（
Ｒ
Ｃ
Ａ
３
０
１
）
を
製
品
化
し
た
。 

 
次
い
で
六
六
年
十
二
月
に
は
そ
の
後
継
機
「
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ
８
１
０

０
」（
Ｒ
Ｃ
Ａ
ス
ペ
ク
ト
ラ
７
０
／
５
０
）、
六
七
年
に
「
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ

Ｃ
８
２
０
０
」「
同
８
３
０
０
」「
同
８
４
０
０
」「
同
８
５
０
０
」

（
Ｒ
Ｃ
Ａ
ス
ペ
ク
ト
ラ
・
シ
リ
ー
ズ
）
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
に
加
え
、
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大
型
計
算
機
の
分
野
で
攻
勢
を
か
け
て
い
た
。 

 
本
社
内
に
「
超
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
推
進
本
部
」
を
設
置
し
た

の
は
六
八
年
八
月
、
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
と
の
契
約
延
長
を
決
め
た
の
は
六
九

年
四
月
で
あ
る
。
日
立
は
そ
の
後
も
Ｒ
Ｃ
Ａ
ス
ペ
ク
ト
ラ
・
シ
リ
ー

ズ
の
上
位
モ
デ
ル
を
国
産
化
し
て
「
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ
８
６
０
０
」
同
８

８
０
０
」
の
名
称
で
発
売
し
た
。 

 

七
一
年
四
月
、 

 

―
―
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
事
業
か
ら
撤
退
す
る
の
で
は
な

い
か
。 

 

と
い
う
観
測
が
業
界
情
報
と
し
て
流
れ
て
き
た
。 

 

業
界
紙
「
日
本
情
報
産
業
新
聞
」
が
一
面
ト
ッ
プ
で 

「
Ｒ
Ｃ
Ａ
、
つ
い
に
電
算
機
か
ら
撤
退
か
」 

 

と
す
っ
ぱ
抜
い
た
の
だ
。 

 

―
―
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
は
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
が
近
く
発
表
す
る
予
定
の
新
機
種

に
対
抗
す
る
計
算
機
の
開
発
を
進
め
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社

の
新
機
種
の
お
お
ま
か
な
仕
様
、
性
能
が
判
明
し
、
開
発
を
進
め
て

い
る
新
モ
デ
ル
で
は
到
底
太
刀
打
ち
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
新
機
種
に
対
抗
す
る
計
算
機
を
新
た
に
設
計
す

る
に
は
莫
大
な
予
算
と
時
間
が
か
か
る
。
そ
こ
で
こ
の
際
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
事
業
か
ら
撤
退
す
る
こ
と
を
真
剣
に
検
討
し
て
い
る
。 

 

と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

そ
れ
を
読
ん
で 

 

「
そ
ん
な
バ
カ
な
こ
と
が
あ
る
か
」 

 

電
算
機
事
業
を
統
括
し
て
い
た
副
社
長
・
久
保
俊
彦
は
烈
火
の
ご

と
く
怒
っ
た
。 

 

六
九
年
に
契
約
を
更
新
し
た
と
き
、
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
の
役
員
は 

 

「
当
社
は
Ｇ
Ｅ
と
は
違
う
」 
 

と
言
明
し
た
で
は
な
い
か
。 

 

「
こ
の
情
報
を
確
認
し
ま
す
か
」 

 

と
部
下
が
言
っ
た
。 

 

「
放
っ
て
お
け
」 

 

と
い
う
言
葉
を
、
久
保
は
喉
も
と
で
呑
み
込
ん
だ
。 

 

調
べ
る
ま
で
も
な
か
っ
た
。 

 

実
の
と
こ
ろ
を
い
う
と
、
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
７

０
対
抗
機
を
機
能
・
性
能
の
観
点
か
ら
断
念
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
が
杜
撰
だ
っ
た
た
め
、
初
期
の
計
画
が
遅
れ
に

遅
れ
、
収
拾
が
つ
か
な
く
な
っ
て
い
た
の
だ
。 

 

製
品
化
の
目
途
が
立
た
ず
、
こ
れ
以
上
の
投
資
を
行
っ
て
も
、
Ｉ

Ｂ
Ｍ
社
を
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
っ
た
。 

 
断
念
の
し
か
た
に
も
様
々
あ
る
。 

 
八
月
に
入
っ
て
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
事
業
部
門
の
要
員
五

百
十
人
を
レ
イ
オ
フ
し
、
翌
九
月
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
事
業
か
ら
の
撤

退
を
正
式
に
発
表
し
た
。 

 

業
界
紙
は 
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「
Ｒ
Ｃ
Ａ
、
や
っ
ぱ
り
撤
退
」 

 
と
書
い
た
。 

 
こ
の
と
き
水
面
下
で
、
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
事
業
を
レ
ミ

ン
ト
ン
ラ
ン
ド
社
に
売
却
す
る
交
渉
を
進
め
て
い
た
。
十
一
月
に
そ

の
こ
と
が
正
式
に
発
表
さ
れ
、
続
い
て
七
二
年
の
一
月
に
は
Ｒ
Ｃ
Ａ

社
の
メ
モ
リ
ー
事
業
部
門
が
新
興
の
デ
ジ
タ
ル
・
イ
ク
イ
ッ
プ
メ
ン

ト
（
Ｄ
Ｅ
Ｃ
）
社
に
売
却
さ
れ
た
。 

 

こ
う
し
て
ア
メ
リ
カ
の
総
合
電
機
メ
ー
カ
ー
二
社
は
相
次
い
で
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
事
業
か
ら
撤
退
し
た
。
シ
ス
テ
ム
／
３
６
０
、
シ
ス
テ

ム
／
３
７
０
が
勝
ち
残
っ
た
。 

 

日
立
製
作
所
に
と
っ
て
、
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
事
業
撤
退

は
手
痛
い
損
失
だ
っ
た
が
、
電
算
機
開
発
部
門
に
い
た
設
計
技
術
者

た
ち
が
立
ち
上
が
っ
た
。 

 

「
当
社
に
は
独
自
の
技
術
が
あ
る
」 

 

設
計
・
開
発
チ
ー
ム
の
代
表
格
だ
っ
た
村
田
健
郎
、
中
澤
喜
三
郎

ら
は
口
々
に
言
っ
た
。 

 

そ
れ
は
東
大
と
共
同
開
発
し
た
「
Ｔ
Ａ
Ｃ
」
を
原
点
と
す
る
純
国

産
の
技
術
だ
っ
た
。「
Ｔ
Ａ
Ｃ
」
の
開
発
に
は
東
京
芝
浦
電
気
も
参

加
し
て
い
た
が
、
設
計
を
担
当
し
た
の
は
東
大
の
研
究
者
た
ち
で
、

そ
の
多
く
が
日
立
製
作
所
に
移
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
日
立
製
作
所
に

は
純
国
産
の
電
子
計
算
機
技
術
が
多
く
蓄
積
さ
れ
て
い
た
。 

 

村
田
や
中
澤
た
ち
は
「
Ｔ
Ａ
Ｃ
」
で
蓄
積
し
た
技
術
と
Ｒ
Ｃ
Ａ
社

か
ら
供
与
さ
れ
た
技
術
を
融
合
し
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
機
と
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
レ
ベ
ル
で
互
換
性
を
持
つ
「
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ
５
０
２
０
Ｆ
」
を
開

発
し
た
実
績
が
あ
っ
た
。
京
都
大
学
の
競
争
入
札
で
池
田
敏
雄
が
心

血
を
注
ぎ
込
ん
だ
「
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
２
３
０
―
６
０
」
を
打
ち
負
か
し

た
マ
シ
ン
で
あ
る
。 
 

「
Ｒ
Ｃ
Ａ
と
の
関
係
が
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
我
々
の
技
術

を
存
分
に
活
か
せ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
」 
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 〜

〜
〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

 

土
光
敏
夫 
ど
こ
う
・
と
し
お
／
１
８
９
６
〜
１
９
８
８
。
岡
山
県
に
生
ま

れ
一
九
二
〇
年
東
京
高
等
工
業
（
現
・
東
京
工
業
大
学
）
を
出
て
石
川
島
造

船
所
に
入
っ
た
。
日
本
人
初
の
タ
ー
ビ
ン
設
計
者
と
な
り
国
産
化
を
目
指
し

た
。
三
六
年
石
川
島
タ
ー
ビ
ン
に
移
り
四
六
年
社
長
、
五
〇
年
石
川
島
重
工

業
再
建
の
た
め
招
か
れ
て
社
長
と
な
っ
た
。
給
料
遅
配
、
人
員
整
理
と
い
う

な
か
で
全
役
員
を
平
取
に
降
格
、
工
員
の
ヤ
ル
気
を
誘
導
し
折
か
ら
の
朝
鮮

戦
争
特
需
で
業
績
を
回
復
さ
せ
た
。
六
〇
年
播
磨
造
船
と
合
併
し
た
石
川
島

播
磨
重
工
業
の
社
長
、
六
四
年
か
ら
七
二
年
ま
で
会
長
。
途
中
六
五
年
東
京

芝
浦
電
気
再
建
の
た
め
石
坂
泰
三
の
要
請
で
東
芝
社
長
と
な
り
、
業
績
回
復

の
基
礎
を
作
っ
た
。七
四
年
か
ら
八
〇
年
ま
で
日
本
経
済
団
体
連
合
会
会
長
、

八
一
年
か
ら
八
三
年
ま
で
臨
時
行
政
調
査
会
会
長
、
引
き
続
き
八
六
年
ま
で

臨
時
行
政
改
革
推
進
審
議
会
会
長
を
務
め
た
。 

超
大
型
タ
ン
カ
ー
「
出
光
丸
」 

一
九
六
六
年
に
竣
工
し
た
世
界
初
の
二
十

万
重
量
ト
ン
級
タ
ン
カ
ー
で
、
建
造
に
際
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
二
〇
〇
二
年

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
人
気
番
組
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
」
で
放
送
さ
れ
た
。
船
の
建
造

を
請
け
負
っ
た
の
は
石
川
島
播
磨
重
工
業
だ
っ
た
。そ
の
下
に
電
気
、機
械
、

鉄
鋼
、
全
国
か
ら
一
千
社
、
三
十
六
万
人
が
何
ら
か
の
か
た
ち
で
か
か
わ
っ

た
。
こ
れ
以
後
、
載
貨
重
量
二
十
万
ト
ン
以
上
の
タ
ン
カ
ー
を
Ｖ
Ｌ
Ｃ
Ｃ

（V
ery Large Crude O

il Carrier

）
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。 

村
田
健
郎 

む
ら
た
・
け
ん
ろ
う
／
１
９
２
３
〜
２
０
０
９
。
東
京
に
生
ま

れ
四
五
年
東
京
帝
国
大
学
航
空
原
動
機
学
科
、
五
一
年
東
京
大
学
理
学
部
数

学
科
を
出
た
。
五
二
年
工
学
部
雨
宮
綾
夫
研
究
室
に
入
り
大
型
電
子
計
算
機

Ｔ
Ａ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
、
五
九
年
完
成
さ
せ
六
二
年
夏
ま
で
主
に
工

学
部
で
使
用
さ
れ
た
。
六
〇
年
日
立
製
作
所
に
移
り
「
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ
５
０
２

０
」
の
開
発
に
当
た
っ
た
。
そ
の
後
工
業
技
術
院
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
超

高
性
能
電
子
計
算
機
」
の
開
発
に
従
事
し
「
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ
８
８
０
０
」
を
完

成
さ
せ
た
。
八
三
年
図
書
館
情
報
大
学
、
神
奈
川
大
学
教
授
。
こ
の
間
、
七

三
年
紫
綬
褒
章
（
超
高
性
能
電
子
計
算
機
の
開
発
）、
工
業
技
術
院
長
賞
（
超

高
性
能
電
子
計
算
機
に
関
す
る
技
術
の
開
発
）
な
ど
を
受
賞
し
て
い
る
。 

中
澤
喜
三
郎 

な
か
ざ
わ
・
き
さ
ぶ
ろ
う
／
１
９
３
２
〜
２
０
１
３
。
１
９

５
５
年
東
京
大
学
工
学
部
か
ら
同
大
学
院
数
物
系
研
究
科
に
進
み
Ｔ
Ａ
Ｃ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
。
六
〇
年
日
立
製
作
所
に
入
り
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ
５
０

２
０
、
同
５
０
２
０
Ｅ
／
Ｆ
な
ど
汎
用
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
開
発
に
従
事

し
た
の
ち
、
通
産
省
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
超
高
性
能
電
子
計
算
機
」、
Ｈ
Ｉ

Ｔ
Ａ
Ｃ 

Ｍ
シ
リ
ー
ズ
、
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
「
Ｓ
―
８
１
０
」「
同
８

２
０
」
な
ど
の
開
発
で
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
た
。
八
九
年
筑
波
大
学
に
移
り
Ｒ

Ｉ
Ｓ
Ｃ
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
二
千
四
十
八
個
を
接
続
し
た
超
並
列
計
算
機
「
Ｃ
Ｐ

―
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
」
で
世
界
最
高
速
の
六
百
四
十
ギ
ガ
Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
（
浮
動
小
数

点
演
算
／
秒
）
を
実
現
し
た
。 
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